
１～３月のテーマ「なりたい自分に向けてがんばっていること」  

「自分のことを深く知ることができる子」を目指して！  
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新しい年、そして３学期が始まりました。冬休みは、元気に楽し 

く、充実した毎日を過ごすことができたでしょうか。 

 現在、県内ではインフルエンザの流行が警報レベルになっていま 

す。３学期も、寒さに負けない丈夫な体を作り、感染予防対応をし 

ながら、元気に毎日を過ごせますよう御協力をお願いします。 

今年も、「自分のことを深く知ることができる子」を目指し、心身 

          のセルフマネジメントを進めていきましょう。 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年が明け、新年の抱負を考えましたか。抱負とは、単なる目標ではなく、心の中に持っ

ている計画のことなので、「○○になりたい」だけでは不十分です。「○○になりたい。だ

から□□をする」と具体的に何をするかまで考えることが大切です。 

心身の成長を促し、困ったとき自分自身で対応する（セルフマネジメント）力を育てる 

ことを目指して取り組む、今年度最後、１～３月のテーマは「なりたい自分に向けてがん

ばっていること」です。 

小中学部では、ストレングスカードを使って「友達が知って 

いて自分が気付いていない自分を知る」ワークの２回目を行い 

ます。自分が知っている強みをさらに深めていくのか、新たに 

気付いた自分の良さを意識していくのか、どんなことを抱負に 

するのか、楽しみにしています。 

ほけんだより 



どのような体温計を使っていますか？ 

発熱してウイルスとの戦いを有利にする！ 

 

体温を測るとき、終了を電子音で知らせるタイプの体温 

計では、分かりにくい子どもがいます。 

 学校では、いろいろな種類の体温計を用意し、希望者に 

は体験してもらっています。また、最近はユニバーサルデ 

ザインの体温計も増えています。 

 体温計をわきのくぼみにしっかり当てて、正しい姿勢で 

測定できるように、検温終了がお子さんに分かりやすい体 

温計を探してみてください。 

検温終了を、「振動」と 

「電子音」の両方で 

お知らせするタイプ 

 

検温終了を、「メリーさ

んの羊」のメロディー音

でお知らせするタイプ 

 

検温終了を、２波長の 

交互音（ピポピポ）で 

お知らせするタイプ 

 

 

 

 私たちの体は、高い温度環境で免疫細胞の働きが良く 

なり、ウイルスなどの異物に対する反応が強くなります。 

そのため、発熱は体が身を守るための生体防御機能の一つと考えられ、安易な解熱剤の使

用は控えるべきだと言われます。しかし、高熱が長く続くと体力の消耗や貧血などを引き

起こすこともあり、発熱によるけいれん（熱性けいれん）を起こしたことのある小児の場

合は、解熱剤を早めに使うなど、時と場合によって、発熱時の対処方法は異なります。 

 

冬休みの通院状況について 

冬休みに定期通院や病気等で通院をした場合は、「受診結果連絡票」へ記入して、緑の 

クリアファイルに入れて提出してください。新たに学校での内服が 

必要になった場合は、「与薬依頼書・見届け依頼書」への記入もお 

願いします。用紙は、学校ホームページからダウンロードできます。 

感染症にかかったときの連絡について 

感染症にかかった場合は、様子を学校へお知らせください。 

インフルエンザ・新型コロナウイルス感染症と、その他の感染症の出席停止の様式は 

異なります。用紙は、学校ホームページからダウンロードできます。 


